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家庭用の都市ガスで走る
　　　　天然ガス自動車

土
木
出
張
所
で
、
今
年
度
か
ら

業
務
に
使
っ
て
い
る
車
は
？

ウ イ ア

第５問

ガス管下水道管

電話 水道管

地下鉄

歩道
車道 車道

電気

区
内
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い

る
道
路
工
事
。
一
番
多
い
の
は
、

ど
れ
？

ウ　

上
下
水
道
工
事

イ　

ガ
ス
管
工
事

ア　

路
面
補
修
工
事

第２問

道路には、生活に
欠かせない重要な
役割が、たくさん
あるんだね。

道
路
は
、
道
路
幅
や
役
割
で
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

が
一
番
多
い
道
路
は
？

ア　

自
動
車
専
用
道
路

第４問線道路と生活道路の
　死傷事故率の比較 イ　

幹
線
道
路

ウ　

身
近
な
生
活
道
路

億台キロ

(財)交通事故総合分析センター資料（平成１３年）　

第１問
練
馬
区
に
多
く
あ
る
透
水
性
舗

装
の
道
路
。 
雨  
水 
を
地
下
に
浸

う 

す
い

透
さ
せ
て
洪
水
を
防
ぐ
ほ
か
、

ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ
る
？

ウ　

普
通
の
舗
装
よ
り
安
く
で
き
る

イ　

水
た
ま
り
が
で
き
な
い

ア　

車
の
多
い
道
に
向
い
て
い
る

透水性舗装には、街路
樹を保護育成し、ヒー
トアイランド現象を抑
える効果もあるよ。

普通の舗装

透水性舗装

役
立
つ
道　

編

道
路
の
い
ろ
ん
な
役
割

道
路
の
い
ろ
ん
な
役
割

ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
る
？

　
　
　

ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
る
？

や
さ
し
い
道　

編

ひ
と
や
環
境
に
や
さ
し
い
道
路

ひ
と
や
環
境
に
や
さ
し
い
道
路

づ
く
り
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

づ
く
り
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
近
増
え
て
い
る
省
エ
ネ
型
の

信
号
機
。
１
色
（
直
径　

㎝
）

３０

に
使
っ
て
い
る
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
？

ウ　

約
２
０
０
個

イ　

約
１
５
０
個

ア　

約
１
０
０
個

第４問
これまでのように、
西日に影響される
こともありません。

第１問　イ（三宅精一氏の発明。アは点字の発明、ウは補聴器の発明）
第２問　イ
第３問　ア（イは交差点内での注意を促すため、ウは車の走行を安
　　　　　　全にするため）
第４問　ウ

都市の骨格を形づくり、主要な
地域間の通過交通を受け持つ

幹線道路

日常生活を便利にし、防災活動
をスムーズに行なうための道路

生活幹線道路

生活に最も密着し、住宅街など
を形づくるうえで必要な道路

生活道路の中でも日常の消防活
動を向上させるための道路

主要生活道路

生活道路

区内の道路は、道路幅や受け持
つ交通の違いで分けられます。

地
域
に
必
要
な
、
緊
急
車
両
が

入
れ
る
道
路
幅
。
一
般
住
宅
を

建
て
る
（
建
て
替
え
る
）
と
き

必
要
な
道
路
幅
は
？

ウ　

５
ｍ
以
上

イ　

４
ｍ
以
上

ア　

３
ｍ
以
上

第３問

視
覚
障
害
の
方
の
歩
行
を
助
け

る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
発
明
さ
れ

た
の
は
い
つ
、
ど
こ
で
？

ウ　

１
８
７
６
年　

ア
メ
リ
カ

イ　

１
９
６
５
年　

日
本

ア　

１
８
２
５
年　

フ
ラ
ン
ス

第１問そ
れ
ぞ
れ
、
点
字
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
、
補
聴
器
を
発

明
し
た
年
と
国
だ
よ
。

防
犯
対
策
に
適
し
て
い
る
街
路

灯
の
明
る
さ
は
３
ル
ク
ス
以
上
。

ル
ク
ス
っ
て
何
の
単
位
？

ウ　

光
の
強
さ
（
光
度
）

イ　

照
ら
さ
れ
る
場
所
の
明
る
さ（
照
度
）

ア　

光
の
量
（
光
束
）

第２問豆知識
３
ル
ク
ス
は
、
夜
間
で
も
人
の
行
動

を
視
認
で
き
る
ぐ
ら
い
。
練
馬
区
も

照
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

車
も
歩
行
者
も
通
る
道
で
増
え

て
き
た
「
ひ
と
」
を
中
心
に
し

た
道
路
づ
く
り
。
車
両
減
速
の

た
め
の
工
夫
は
ど
れ
？

第３問

幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路幹線道路と生活道路立つ道編 
答　え それぞれが受け持つ

交通に合った道路整
備が必要なんだね。

第
１
問　

イ　
　
　

第
２
問　

ウ

第
３
問　

イ

第
４
問　

ウ（
グ
ラ
フ
の
A
は
自
動
車
専
用
道
路
、

　
　
　
　
　

B
は
幹
線
道
路
、
C
身
近
な
道
路
）

豆知識
道路幅が足りない
場合は、セットバ
ックなどの方法が
取られています。

グラフのＡＢＣは、
アイウのいずれか
の道路です。

文章の□にはカタカナの文字が入ります。その言葉が
中に隠れているので、探し出してください。
あまった文字を、Cの□に入れて言葉を作って下さい。

BB CC
コ マ サ シ リ コ

ウ ク テ ン ジ ク

ジ ノ ド ゴ ポ ヅ

コ ウ ド ウ マ ボ

ウ キ ン キ ユ ウ

ソ ス イ ド ウ ハ

ク チ イ リ ネ ン

生活道路に多い交通□□　例：ジコ

の□□□道は、全部で９コース

道、新大宮バイパスは□□□□

、外環道は、□□□□道路

の□□□□の総延長は約1100㎞

を浸透させる透水性舗装の道路

□□□のためにも必要な道路□□□

□□車両が入れる道路幅は４ｍ

害者の歩行を助ける□□□ブロック

照度アップで□□□□対策

型の発光ダイオード式□□□□□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

クイズは何問できた？　クイズができれば、
パズルは簡単だよ。正解者の中から抽選で
粗品プレゼントがあるので、応募してね！

道路を掃除する
　　　ロードスイーパー

安全・安心なまち
づくりのためだよ。
地域の防犯用にも
貸し出ししてます。

ヒント

地域を巡回する
　　　パトロールカー

豆
知
識

発光ダイオード(LED）
通電すると電子がぶつか
って発光する半導体素子
のこと。電球式に比べて
消費電力が少なく、寿命
が長い、と省エネ。

パズルの答え、住所、
氏名、「こもれび」の
感想を書いて、ハガ
キかファクスで、ご
応募下さい。

央で分離する

差点を赤くする ア 斜線を描く

「ねりまの道 編」はどうだった？　難しかったかな？
  次は、｢役立つ道 編」「やさしい道 編」にチャレンジしてね。
 クイズが終わったら、粗品がもらえるパズルにも挑戦しよう！

※縦・横・斜めに言葉が隠れています
※同じ文字を何回も使えます

１０月２０日消印有効

応募方法

やさしい道 編   答え

止
ま
れ

抽選で
３０名様に

正解者の中から

※当選発表は、発送
　をもって代えさせ
　ていただきます。

〒176-8501
　練馬区豊玉北6-12-1
(財)練馬区都市整備公社
　　　こもれび編集室
FAX　３９９３－８０７０

あて先

れ
ま
止

粗品プレゼント

土木出張所では、区内各地域の道路、道
路付属物（カーブミラー等）や河川など
の、修理や見回りを行なっています。
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

幹線
　　

件／１億

死
傷
事
故
率

出典：(財

透
樹
ト
え

役立
　答

　
　
　
　
　

B
は
幹
線
道
路
、
C
身
近
な
道
路
）

第
５
問　

ア
（
イ
は
区
委
託
会
社
が
道
路
清
掃
に

　
　
　
　
　

使
用
、
ウ
は
環
境
保
全
課
が
使
用
）

●１ Ａの文
　Ｂの中
●２ Ｂであ

・身近な生

・ねりまの

・川越街道

・関越道、

・練馬区内の

・□□□を

・上下□□

・□□□□

・視覚障害

・街路灯照

・省エネ型

AA

ウ中央

イ 交差

　

大
正　

年
開
業
の
中
村
橋
駅
。開
業
当
初

13

は
ま
だ
駅
舎
も
な
く
、
み
か
ん
箱
を
ホ
ー
ム

代
わ
り
に
乗
り
降
り
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

駅
名
は
、
近
く
を
流
れ
る
千
川
上
水
に
架
か

っ
て
い
た
中
村
橋
に
由
来
し
ま
す
。橋
は
千

川
上
水
の
暗
渠
化
で
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

欄
干
だ
け
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
千
川
通
り
に

残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。洋
館
風
の
レ
ト
ロ
な

建
物
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
旧
駅
舎
も
高
架

化
事
業
に
よ
り
惜
し
ま
れ
つ
つ
撤
去
さ
れ
、

現
在
は
近
代

的
な
新
駅
舎

の
デ
ザ
イ
ン

に
そ
の
名
残

り
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

賑
や
か
な
駅
前
商
店
街
の
名
物
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
毎
年
９
月
初
め
に
行
わ
れ
る
阿
波

踊
り
●１
 

。
昭
和　

年
か
ら
商
店
街
の
振
興
と
、

51

地
域
の
人
々
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
始
ま

っ
た
祭
り
も
、
今
年
で　

回
を
数
え
ま
し
た
。

29

ヤ
ッ
ト
サ
ー
、
ヤ
ッ
ト
サ
ー
の
掛
け
声
と
踊

り
は
、
今
や
中
村
橋
の
風
物
詩
で
す
。

　

駅
北
口
の
美
術
館

や
図
書
館
、
小
学
校

な
ど
が
あ
る
緑
豊
か

な
エ
リ
ア
は
、
か
つ

て
ニ
チ
バ
ン
㈱
の
工

場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

練
馬
区
立
美
術
の
森

緑
地
●２
 

に
は
工
場
時

代
の
木
々
が
今
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
開
設
さ
れ
た
練
馬
区
立
美
術

60

館
●３
 

に
は
、
国
内
の
近
代
・
現
代
作
家
の
作

品
約
１
５
０
０
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
を
紹
介
す
る

「
ね
り
ま
の
美
術
」
シ
リ
ー
ズ
や
常
設
展
の

ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
展
も
年
４
〜
５
回

開
催
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
怪
獣
造
形
作
家
で

知
ら
れ
る
高
山
良
策
の
作
品
展
な
ど
、
ユ
ニ

ー
ク
で
意
欲
的
な
企
画
が
多
い
こ
と
で
も
定

評
が
あ
り
ま
す
。
企
画
展
会
期
中
に
は
、
学

芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
や
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〜
小
熊
秀

雄
と
画
家
た
ち
の
青
春
〜
」
を
開
催
中
。

�
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス�
の
名
付
け
親
で
あ

る
詩
人
の
小
熊
秀
雄
に
焦
点
を
あ
て
た
今
回

の
企
画
展
は
、
画
家
と
し
て
も
優
れ
た
才
能

を
発
揮
し
た
小
熊
の
作
品
と
共
に
、
彼
と
交

流
の
あ
っ
た
画
家
た
ち
の
作
品
も
展
示
し
て

い
ま
す
。「
特
に
、
こ
の
ほ
ど
青
森
で
発
見

さ
れ
た
松
本
竣
介
の
小
品
『
り
ん
ご
』
は
、

愛
好
者
な
ら
ず
と
も
見
逃
せ
な
い
作
品
で
す
。

�
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス�
で
表
現
と
格
闘
し

た
画
家
た
ち
の
青
春
の
日
々
を
、
こ
れ
ら
の

展
示
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
、
広
報
担
当
の
山
城
千
恵

子
さ
ん
で
す
。
開
催
ま
で
に
何
年
も
の
準
備

を
要
す
る
と
い
う
企
画
展
。
今
後
、
ど
ん
な

作
品
に
出
会
え
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　

美
術
館
で
は
常
設
展
や
企
画
展
の
ほ
か
、

地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
品
展
や
貸
し
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
あ
り
、
区
民
の
方
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
創
作
教
室
や
講
座
、
講
演
会
な
ど
も

開
催
。
地
域
に
根
ざ
し
た�
開
か
れ
た
美
術

館�
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
区
立
中
学
校
美
術
部
の
生
徒

に
よ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

収
蔵
作
品
展
」
な
ど
教
育
活
動
に
も
積
極
的
。

さ
ら
に
公
募
に
よ
る
作
品
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
手
話
通
訳
の
導
入
な
ど
、
区
立
美
術
館

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
方
が
来
館
し
て
く
だ
さ
る
と
嬉

し
い
で
す
。
美
術
館
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
財

産
で
す
か
ら
、
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
、
講
演

会
や
講
座
に
参
加
し
た
り
と
、
美
術
館
で
た

く
さ
ん
の
楽
し
み
を
発
見
し
て
欲
し
い
で
す

ね
」
と
話
さ
れ
る
山
城
さ
ん
。
散
歩
や
買
い

物
途
中
に
ぶ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
気
軽
さ
も

区
立
な
ら
で
は
。
是
非
皆
さ
ん
も
芸
術
の
秋

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。　

　

千
川
通
り
を
渡
り
住
宅
街
を
少
し
歩
く
と
、

昔
な
が
ら
の
手
造
り
味
噌
を
製
造
す
る

糀
屋
三
郎
右
衛
門

         

●4
 

の
工
場
が
あ
り
ま
す
。

こ

う

じ

や

さ

ぶ

ろ

う

え

も

ん

「『
糀
屋
』
は
家
業
、『
三
郎
右
衛
門
』
は
名

主
を
務
め
て
い
た
時
の
屋
号
で
す
」
と
話
さ

れ
る
の
は
、
ご
主
人
の
辻
田
紀
代
志
さ
ん
で

す
。「
中
村
に
味
噌
工
場
を
建
て
た
の
は
昭

和　

年
。
都
内
に　

軒
以
上
あ
っ
た
味
噌
屋

14

40

も
、
戦
後
添
加
物
入
り
味
噌
が
売
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
減
っ
て
い
き
、
今
で
は　

区
で

23

う
ち
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。

　

厳
選
さ
れ
た
大
豆
や
米
糀
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
な
天
然
塩
を
原
料
に
、
無
添
加
・
減
塩
・

天
然
酵
母
で
造
ら
れ
る
昔
み
そ
。「
毎
日
口

に
す
る
も
の
だ
か
ら
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
、

健
康
に
も
良
い
も
の
が
い
い
」
と
辻
田
さ
ん
。

学
校
給
食
に
も
一
部
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
気
立
ち
込
め
る
工
場
で
の
味
噌
造
り
作

業
は
重
労
働
で
す
。
で
も
、「
酵
母
の
発
酵

温
度
は　

度
。
夏
の
暑
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
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熟
成
し
旨
い
味
噌
が
出
来
る
。
冷
夏
だ
と
色

も
味
も
悪
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
猛

暑
だ
っ
た
今
年
は
美
味
し
い
味
噌
が
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
熟
成
度
の
異
な
る
味
噌
を

ち
ょ
っ
と
試
食
。「
唾
液
が
滲
み
出
る
よ
う

で
し
ょ
う
。
天
然
味
噌
の
旨
味
は
後
味
が
ち

が
い
ま
す
」。
辻
田
さ
ん
い
わ
く
、「
味
噌
の

旨
さ
は
生
で
味
わ
う
の
が
一
番
。
も
ろ
き
ゅ

う
に
す
る
と
美
味
し
い
で
す
よ
」。
手
造
り

味
噌
セ
ッ
ト
も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

家
庭
で
も
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
 
「
昔
な
が
ら
の
味
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続

け
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
、
こ
の

道
約　

年
の
辻
田
さ
ん
の
秘
伝
の
味
は
、
全

６０

国
に
フ
ァ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

   毎月第4月曜日、専門の建築
士が、お住まいに関する様々な
ご相談（新築・改築、苦情、工
事業者とのトラブル、公的融資
や耐震診断に関することなど）
に無料でお応えします。どうぞ
お気軽にご活用下さい。

“未来塾”は、分譲マンションの管理組合や区分所有者の方を対象
に、マンションに関する情報交換や相談の場を提供するとともに、
管理組合等の自主的活動を促し、組合同士のネットワーク化へと発
展させることを目的としています。

【主催】社団法人東京都建築士 
　　　　事務所協会・練馬支部
　　　　�・Fax (3920) 9901

▲仕込みはすべて手作業（蒸し上がった大
豆を扇風機と櫂で冷まします）

建建築築無無料料相相談談ののごご案案内内 ねねりりままママンンシショョンン““未未来来塾塾””をを開開催催

▲昔の面影を残す新駅舎

▲美術の森周辺は「ねりまの散歩道」コース

●糀屋三郎右衛門（中村2の29の8）
西武池袋線中村橋駅より徒歩１０分
�営業時間/９時～１７時
�お休み/日曜、祝日、土曜日(不定期）
�地方発送もできます
�問合せ� (3999) 2276

▲（左)おふくろ自慢/粒 １�８８２円、
(右)京の里/粒 １�１,３８６円

▲手づくり味噌セット
（でき上がり９�）
６,２６８円 ※容器別売

▲「味噌造りは糀が命」と語るご
主人の辻田紀代志さん。

▲お囃子のリズムにのって、艶やか
な踊りを披露する地元中村橋連

駅
名
に
な
っ
た
中
村
橋

中
村
橋
名
物
の
阿
波
踊
り

開
か
れ
た
美
術
館
を

め
ざ
し
て

絶
品
！
糀
屋
三
郎
右
衛
門
の

昔
み
そ
の
味　

高
架
に
な
り
駅
前
の
整
備
が
進

む
中
村
橋
駅
。
周
辺
に
は
歴
史
・

文
化
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
秋
の
散

策
を
楽
し
め
ま
す
。

9月１８日（土）区役所多目的会議室におい
て、第1回“未来塾”を開催しました。

10月～12月まで毎月1回（第1土
曜日の午後)、区役所1階アトリ
ウム特設会場にて開催します。

当日は、参加者が100人を上回る盛況となり
ました。また、マンション管理士の協力による
無料相談会も併せて実施されました。

＜第一部＞

グループに分かれ、大規模修繕や管
理組合の運営、管理費、修繕積立金
等についての討議

住宅金融公庫職員による「長生きマ
ンションのための修繕計画」をテー
マとした講演会
＜第二部＞

分譲マンションの管理・運営分譲マンションの管理・運営
“無料相談会”（予約制）の開催“無料相談会”（予約制）の開催　

第１回第１回��未来塾未来塾�� 今後の今後の��未来塾未来塾��の予定の予定

第2回：１１月２１日（日）
第3回： 2月５日（土）

問合せ ： 練馬区住宅課管理係
          　       �(３９９３) １１１１（代）

■次　回　１０月２５日(月）　
■次々回　１１月２２日(月）　
　時間：午前１０時～１２時
　　　　午後１時～４時
　会場：練馬区役所本庁舎1階
　　　　臨時窓口

▲小熊秀雄「夕陽の立教大学」
1935(昭10)年 油彩・キャンバス（個人蔵）

■ ９/１１●土 ～１０/２４●日 
 (１０/１１は開館、１０/１２休館）
■学芸員によるギャラリートーク
（毎土曜１４時より・１０/１６手話通訳つき）
■喫茶コーナーが利用できます。
(会期中の日曜・祝日12時より)

―池袋モンパルナス―
小熊秀雄と画家たちの青春

�開館時間/１０時～１８時（入館は17時３０分まで）
�休館日/月曜(祝日の時は翌日）、年末年始(１２/２９
～1/3)�入館料/企画展500円(大学生・高校生・
６５～７４歳の方３００円、小中学生・７5歳以上の方無
料）、常設展は無料�問合せ�（3577）1821

●
練
馬
区
立
美
術
館

   
（
貫
井
１
の　

の　

）

３６

１６

※詳細は美術館へお問合せを。

２００４年１１/２～１２/１２
ねりまの美術2004
竹原嘲風ー“いのち”を
見つめた或る日本画家
の青春

美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術館館館館館館館館館館展展展展展展展展展展覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧会会会会会会会会会会案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内美術館展覧会案内

２００５年２/１９～３/３１
現代美術の手法（7）
創造のさなかに

※企画展の無い期間は、
常設展を開催しています。


